
JP 7108498 B2 2022.7.28

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7108498号

(P7108498)
(24)登録日　令和4年7月20日(2022.7.20)(45)発行日　令和4年7月28日(2022.7.28)

(54)【発明の名称】　還元剤タンク及び排気浄化装置

(51)国際特許分類
　   Ｆ０１Ｎ 3/08 (2006.01)
　   Ｂ０１Ｄ 53/94 (2006.01)

ＦＩ
　Ｆ０１Ｎ 3/08 　　　Ｂ ＺＡＢ
　Ｂ０１Ｄ 53/94 ２２２ 　　　

(21)出願番号　 特願2018-157369(P2018-157369)
(22)出願日　 平成30年8月24日(2018.8.24)
(65)公開番号　 特開2020-29845(P2020-29845A)
(43)公開日　 令和2年2月27日(2020.2.27)

審査請求日　 令和3年6月9日(2021.6.9)

(73)特許権者　 000003333
ボッシュ株式会社
東京都渋谷区渋谷３丁目６番７号

(72)発明者　 真野  佑輝
埼玉県東松山市箭弓町３－１３－２６  
ボッシュ株式会社内

審査官　 前田  浩

最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
内 燃 機 関 （ ５ ） か ら 排 出 さ れ る 排 気 ガ ス の 浄 化 に 用 い ら れ る 液 体 還 元 剤 を 貯 留 す る 還 元 剤  
タ ン ク （ ６ ０ ） に お い て 、
前 記 還 元 剤 タ ン ク （ ６ ０ ） の 底 部 （ ６ ７ ） に 接 し て 設 け ら れ 、 前 記 液 体 還 元 剤 を 圧 送 す る  
ポ ン プ （ ４ １ ） の 吸 込 み 口 （ ４ １ ａ ） が 位 置 す る 吸 入 エ リ ア （ ６ ５ ） を 囲 む よ う に 形 成 さ  
れ る と と も に 、 周 壁 （ ６ １ ａ ～ ６ １ ｃ ） の 一 部 に 前 記 液 体 還 元 剤 を 流 通 可 能 な 開 放 部 （ ６  
９ ） を 有 す る 壁 部 材 （ ６ １ ） を 備 え 、
前 記 還 元 剤 タ ン ク （ ６ ０ ） の 平 面 形 状 に お い て 、 第 １ の 方 向 の 長 さ が 、 前 記 第 １ の 方 向 に  
直 交 す る 第 ２ の 方 向 の 長 さ よ り も 長 く な っ て お り 、
前 記 壁 部 材 （ ６ １ ） は 、 前 記 第 １ の 方 向 の 一 端 側 に 備 え ら れ 、
前 記 壁 部 材 （ ６ １ ） は 、 前 記 第 １ の 方 向 の 一 端 側 か ら 他 端 側 に 向 け て 上 端 部 の 高 さ が 高 く  
な る
こ と を 特 徴 と す る 還 元 剤 タ ン ク 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 還 元 剤 タ ン ク （ ６ １ ） の 底 部 （ ６ ７ ） に 前 記 ポ ン プ （ ４ １ ） が 取 り 付 け ら れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 還 元 剤 タ ン ク 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 吸 入 エ リ ア （ ６ ５ ） 内 に 、 前 記 液 体 還 元 剤 の 液 面 ま で の 距 離 に 応 じ た 信 号 を 出 力 す る  
レ ベ ル セ ン サ （ ４ ５ ） が 設 け ら れ 、

請求項の数　4　（全10頁）
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前 記 壁 部 材 （ ６ １ ） の 高 さ は 、 前 記 還 元 剤 タ ン ク （ ６ ０ ） の 前 記 第 １ の 方 向 の 一 端 側 の 位  
置 が 他 端 側 の 位 置 よ り も 高 く な る よ う に 前 記 還 元 剤 タ ン ク （ ６ ０ ） が 傾 い た 場 合 で あ っ て  
も 、 前 記 レ ベ ル セ ン サ （ ４ ５ ） に よ り 超 音 波 （ ４ ６ ） を 発 信 可 能 な 範 囲 （ ４ ７ ） 内 に 尿 素  
水 溶 液 が 滞 留 可 能 に 設 定 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 還 元 剤 タ ン ク 。
【 請 求 項 ４ 】
液 体 還 元 剤 を 貯 留 す る 還 元 剤 タ ン ク （ ６ ０ ） と 、 前 記 液 体 還 元 剤 を 内 燃 機 関 （ ５ ） の 排 気  
通 路 に 供 給 す る 還 元 剤 供 給 装 置 （ ３ ０ ） と 、 前 記 排 気 通 路 に 配 設 さ れ て 前 記 液 体 還 元 剤 を  
用 い て 前 記 内 燃 機 関 （ ５ ） か ら 排 出 さ れ る 排 気 ガ ス 中 の 窒 素 酸 化 物 を 還 元 す る 選 択 還 元 触  
媒 （ １ ３ ） と 、 を 備 え た 排 気 浄 化 装 置 （ １ ０ ） に お い て 、
前 記 還 元 剤 タ ン ク （ ６ ０ ） は 、
前 記 還 元 剤 タ ン ク （ ６ ０ ） の 底 部 （ ６ ７ ） に 接 し て 設 け ら れ 、 前 記 液 体 還 元 剤 を 圧 送 す る  
ポ ン プ （ ４ １ ） の 吸 込 み 口 （ ４ １ ａ ） が 位 置 す る 吸 入 エ リ ア （ ６ ５ ） を 囲 む よ う に 形 成 さ  
れ る と と も に 、 周 壁 （ ６ １ ａ ～ ６ １ ｃ ） の 一 部 に 前 記 液 体 還 元 剤 を 流 通 可 能 な 開 放 部 （ ６  
９ ） を 有 す る 壁 部 材 （ ６ １ ） を 備 え 、
前 記 還 元 剤 タ ン ク （ ６ ０ ） の 平 面 形 状 に お い て 、 第 １ の 方 向 の 長 さ が 、 前 記 第 １ の 方 向 に  
直 交 す る 第 ２ の 方 向 の 長 さ よ り も 長 く な っ て お り 、
前 記 壁 部 材 （ ６ １ ） は 、 前 記 第 １ の 方 向 の 一 端 側 に 備 え ら れ 、
前 記 壁 部 材 （ ６ １ ） は 、 前 記 第 １ の 方 向 の 一 端 側 か ら 他 端 側 に 向 け て 上 端 部 の 高 さ が 高 く  
な る
こ と を 特 徴 と す る 排 気 浄 化 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 還 元 剤 タ ン ク 及 び 排 気 浄 化 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
車 両 等 の 移 動 体 に 搭 載 さ れ る デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン 等 の 内 燃 機 関 の 排 気 ガ ス 中 に は Ｎ Ｏ X （  
窒 素 酸 化 物 ） が 含 ま れ る 。 か か る Ｎ Ｏ X を 還 元 し て 窒 素 や 水 等 に 分 解 す る こ と に よ り 排 気  
ガ ス を 浄 化 す る 装 置 と し て 、 尿 素 Ｓ Ｃ Ｒ （ S e l e c t i v e   C a t a l y t i c   R e d u c t i o n ） シ ス テ ム  
が 実 用 化 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
尿 素 Ｓ Ｃ Ｒ シ ス テ ム は 、 液 体 還 元 剤 と し て 尿 素 水 溶 液 を 使 用 し 、 尿 素 水 溶 液 が 分 解 す る こ  
と に よ り 生 成 さ れ る ア ン モ ニ ア を 排 気 ガ ス 中 の Ｎ Ｏ X と 反 応 さ せ る こ と に よ り 、 Ｎ Ｏ X を 分  
解 す る シ ス テ ム で あ る 。 尿 素 水 溶 液 は 、 還 元 剤 タ ン ク に 貯 蔵 さ れ る 。 還 元 剤 タ ン ク 内 の 尿  
素 水 溶 液 は 、 ポ ン プ に よ っ て 圧 送 さ れ る と と も に 、 電 磁 弁 等 の 制 御 弁 に よ っ て 調 量 さ れ て  
排 気 通 路 内 に 供 給 さ れ る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ １ ７ － １ ２ ２ ３ ９ １ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
し か し な が ら 、 還 元 剤 タ ン ク を 移 動 体 に 搭 載 す る 際 の レ イ ア ウ ト 上 の 制 約 等 に よ り 、 ポ ン  
プ に よ る 液 体 還 元 剤 の 吸 込 み 口 が 還 元 剤 タ ン ク の 水 平 方 向 の 端 部 側 に 位 置 す る 場 合 が あ る  
。 こ の 場 合 、 路 面 の 傾 き 等 に よ っ て 、 液 体 還 元 剤 の 吸 込 み 口 が 位 置 す る 側 の 高 さ が 反 対 側  
の 高 さ よ り も 高 く な る よ う に し て 車 体 が 傾 く と 、 吸 込 み 口 の 周 囲 の 液 体 還 元 剤 が 少 量 に な  
り や す い 。 そ の 結 果 、 液 体 還 元 剤 を 排 気 通 路 に 供 給 す る こ と が で き な く な っ て 、 排 気 ガ ス  
の 浄 化 が 不 十 分 と な る お そ れ が あ る 。
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【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は 、 上 記 問 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 車 体 が 傾 い た 場 合 で あ っ て も 液 体 還 元  
剤 の 供 給 を 継 続 可 能 な 還 元 剤 タ ン ク 及 び 排 気 浄 化 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の あ る 観 点 に よ れ ば 、 内 燃 機 関 を 備 え た 車 両 に 搭 載 さ  
れ 、 内 燃 機 関 か ら 排 出 さ れ る 排 気 ガ ス の 浄 化 に 用 い ら れ る 液 体 還 元 剤 を 貯 留 す る 還 元 剤 タ  
ン ク で あ っ て 、 還 元 剤 タ ン ク の 底 部 に 接 し て 設 け ら れ 、 液 体 還 元 剤 を 圧 送 す る ポ ン プ の 吸  
込 み 口 が 位 置 す る 吸 入 エ リ ア を 囲 む よ う に 形 成 さ れ る と と も に 、 周 壁 の 一 部 に 液 体 還 元 剤  
を 流 通 可 能 な 開 放 部 を 有 す る 壁 部 材 を 備 え る 還 元 剤 タ ン ク が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 別 の 観 点 に よ れ ば 、 液 体 還 元 剤 を 貯 留 す る 還  
元 剤 タ ン ク と 、 液 体 還 元 剤 を 内 燃 機 関 の 排 気 通 路 に 供 給 す る 還 元 剤 供 給 装 置 と 、 排 気 通 路  
に 配 設 さ れ て 液 体 還 元 剤 を 用 い て 内 燃 機 関 か ら 排 出 さ れ る 排 気 ガ ス 中 の 窒 素 酸 化 物 を 還 元  
す る 選 択 還 元 触 媒 と 、 を 備 え た 排 気 浄 化 装 置 で あ っ て 、 還 元 剤 タ ン ク は 、 還 元 剤 タ ン ク の  
底 部 に 接 し て 設 け ら れ 、 液 体 還 元 剤 を 圧 送 す る ポ ン プ の 吸 込 み 口 が 位 置 す る 吸 入 エ リ ア を  
囲 む よ う に 形 成 さ れ る と と も に 、 周 壁 の 一 部 に 液 体 還 元 剤 を 流 通 可 能 な 開 放 部 を 有 す る 壁  
部 材 を 備 え る 排 気 浄 化 装 置 が 提 供 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
以 上 説 明 し た よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 車 体 が 傾 い た 場 合 で あ っ て も 液 体 還 元 剤 の 供 給 を 継  
続 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 排 気 浄 化 装 置 の 構 成 例 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 実 施 形 態 に 係 る 還 元 剤 タ ン ク を 上 方 か ら 見 た 模 式 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 同 実 施 形 態 に 係 る 還 元 剤 タ ン ク を 側 方 か ら 見 た 模 式 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ２ の 還 元 剤 タ ン ク を 左 側 か ら 見 た 模 式 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ２ の 還 元 剤 タ ン ク を 右 側 か ら 見 た 模 式 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 壁 部 材 の 一 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 壁 部 材 を 備 え な い 還 元 剤 タ ン ク が 水 平 に 維 持 さ れ た 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 壁 部 材 を 備 え な い 還 元 剤 タ ン ク が 傾 い た 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 同 実 施 形 態 に 係 る 還 元 剤 タ ン ク が 水 平 に 維 持 さ れ た 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 同 実 施 形 態 に 係 る 還 元 剤 タ ン ク が 傾 い た 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 ポ ン プ ユ ニ ッ ト が レ ベ ル セ ン サ を 備 え る 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
以 下 に 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 の 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 な  
お 、 本 明 細 書 及 び 図 面 に お い て 、 実 質 的 に 同 一 の 機 能 構 成 を 有 す る 構 成 要 素 に つ い て は 、  
同 一 の 符 号 を 付 す る こ と に よ り 重 複 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
＜ １ ． 尿 素 Ｓ Ｃ Ｒ シ ス テ ム の 構 成 例 ＞
ま ず 、 尿 素 Ｓ Ｃ Ｒ シ ス テ ム １ ０ の 構 成 例 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ は 、 尿 素 Ｓ Ｃ Ｒ シ ス テ ム  
１ ０ の 構 成 例 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
尿 素 Ｓ Ｃ Ｒ シ ス テ ム １ ０ は 、 デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン 等 の 内 燃 機 関 ５ の 排 気 系 に 設 け ら れ る 排  
気 浄 化 装 置 で あ る 。 尿 素 Ｓ Ｃ Ｒ シ ス テ ム １ ０ は 、 内 燃 機 関 ５ を 備 え た 車 両 、 建 設 機 械 又 は  
農 機 等 の 移 動 体 や 発 電 機 等 の 機 器 に 搭 載 さ れ る 。 尿 素 Ｓ Ｃ Ｒ シ ス テ ム １ ０ は 、 液 体 還 元 剤  
と し て 尿 素 水 溶 液 を 用 い て 、 内 燃 機 関 ５ か ら 排 出 さ れ る 排 気 ガ ス 中 の Ｎ Ｏ X を 分 解 し て 排  
気 ガ ス を 浄 化 す る 。 尿 素 水 溶 液 と し て は 、 例 え ば 凍 結 温 度 が 最 も 低 い 約 ３ ２ ． ５ ％ 濃 度 の  
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尿 素 水 溶 液 が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
尿 素 Ｓ Ｃ Ｒ シ ス テ ム １ ０ は 、 排 気 管 １ １ の 途 中 に 配 設 さ れ た 選 択 還 元 触 媒 １ ３ と 、 選 択 還  
元 触 媒 １ ３ よ り も 上 流 の 排 気 通 路 内 に 尿 素 水 溶 液 を 供 給 す る 還 元 剤 供 給 装 置 ３ ０ と を 備 え  
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
選 択 還 元 触 媒 １ ３ は 、 内 燃 機 関 ５ の 排 気 ガ ス 中 に 含 ま れ る Ｎ Ｏ X を 、 ア ン モ ニ ア を 用 い て  
選 択 的 に 還 元 す る 。 選 択 還 元 触 媒 １ ３ は 、 還 元 剤 供 給 装 置 ３ ０ に よ り 供 給 さ れ た 尿 素 水 溶  
液 が 分 解 す る こ と に よ り 生 成 さ れ る ア ン モ ニ ア を 吸 着 す る 。 選 択 還 元 触 媒 １ ３ は 、 流 入 す  
る 排 気 ガ ス 中 の Ｎ Ｏ X を ア ン モ ニ ア と 反 応 さ せ て 分 解 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
還 元 剤 供 給 装 置 ３ ０ は 、 選 択 還 元 触 媒 １ ３ よ り も 上 流 の 排 気 通 路 内 に 尿 素 水 溶 液 を 供 給 す  
る 。 還 元 剤 供 給 装 置 ３ ０ は 、 制 御 装 置 １ ０ ０ に よ っ て 制 御 さ れ る 。 尿 素 水 溶 液 の 噴 射 量 は  
、 選 択 還 元 触 媒 １ ３ よ り も 下 流 に 流 出 す る Ｎ Ｏ X の 濃 度 及 び ア ン モ ニ ア の 濃 度 が 基 準 値 以  
下 と な る よ う に 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
選 択 還 元 触 媒 １ ３ よ り も 上 流 及 び 下 流 の 排 気 管 １ １ に は 、 そ れ ぞ れ の 位 置 で 排 気 温 度 を 検  
出 す る 排 気 温 度 セ ン サ ２ １ ， ２ ３ が 設 け ら れ る 。 排 気 温 度 セ ン サ ２ １ ， ２ ３ の セ ン サ 信 号  
は 制 御 装 置 １ ０ ０ に 出 力 さ れ る 。 排 気 温 度 セ ン サ ２ １ ， ２ ３ に よ っ て 検 出 さ れ る 排 気 温 度  
は 、 選 択 還 元 触 媒 １ ３ の 温 度 推 定 に も 用 い ら れ る 。 選 択 還 元 触 媒 １ ３ よ り も 下 流 に 設 け ら  
れ る 排 気 温 度 セ ン サ ２ ３ は 省 略 さ れ て も よ い 。 こ れ 以 外 に 、 排 気 管 １ １ に は 、 図 示 し な い  
Ｎ Ｏ X 濃 度 セ ン サ や ア ン モ ニ ア セ ン サ 等 が 設 け ら れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
還 元 剤 供 給 装 置 ３ ０ は 、 噴 射 弁 ３ １ と ポ ン プ ４ １ と を 備 え る 。 ポ ン プ ４ １ は 、 還 元 剤 タ ン  
ク ６ ０ 内 の 尿 素 水 溶 液 を 噴 射 弁 ３ １ に 向 け て 圧 送 す る 。 噴 射 弁 ３ １ は 、 選 択 還 元 触 媒 １ ３  
よ り も 上 流 側 の 位 置 で 排 気 管 １ １ に 固 定 さ れ る 。 噴 射 弁 ３ １ は 、 液 体 還 元 剤 を 調 量 し て 排  
気 通 路 内 に 噴 射 す る 。 ポ ン プ ４ １ 及 び 噴 射 弁 ３ １ は 、 制 御 装 置 １ ０ ０ に よ っ て 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
本 実 施 形 態 に お い て 、 ポ ン プ ４ １ は 、 還 元 剤 タ ン ク ６ ０ の 底 部 に 装 着 さ れ る 。 ポ ン プ ４ １  
に は 、 他 端 が 噴 射 弁 ３ １ に 接 続 さ れ た 還 元 剤 供 給 路 ５ ７ が 接 続 さ れ る 。 ポ ン プ ４ １ は 、 還  
元 剤 タ ン ク ６ ０ 内 の 尿 素 水 溶 液 を 吸 い 込 み 、 還 元 剤 供 給 路 ５ ７ を 介 し て 噴 射 弁 ３ １ に 供 給  
す る 。 ポ ン プ ４ １ と し て は 、 例 え ば 電 磁 駆 動 式 の ダ イ ヤ フ ラ ム ポ ン プ 又 は ギ ヤ ポ ン プ が 用  
い ら れ る 。 噴 射 弁 ３ １ と し て は 、 例 え ば 通 電 制 御 に よ り 開 弁 及 び 閉 弁 が 切 り 替 え ら れ る 電  
磁 駆 動 式 の 噴 射 弁 が 用 い ら れ る 。 ポ ン プ ４ １ 及 び 噴 射 弁 ３ １ は 、 制 御 装 置 １ ０ ０ に よ り 制  
御 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
例 え ば 制 御 装 置 １ ０ ０ は 、 噴 射 弁 ３ １ に 供 給 さ れ る 尿 素 水 溶 液 の 圧 力 が 所 定 の 目 標 値 で 維  
持 さ れ る よ う に ポ ン プ ４ １ の 出 力 を 制 御 す る 。 ま た 、 制 御 装 置 １ ０ ０ は 、 尿 素 水 溶 液 の 目  
標 噴 射 量 に 応 じ て 開 弁 時 間 を 調 節 す る 。 例 え ば 制 御 装 置 １ ０ ０ は 、 一 定 の 噴 射 サ イ ク ル ご  
と に 、 噴 射 サ イ ク ル の 全 体 の 時 間 に 対 す る 通 電 時 間 の 比 で あ る デ ュ ー テ ィ 比 を 調 節 す る こ  
と に よ り 、 尿 素 水 溶 液 の 噴 射 量 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
＜ ２ ． 還 元 剤 タ ン ク ＞
次 に 、 液 体 還 元 剤 と し て の 尿 素 水 溶 液 を 貯 留 す る 還 元 剤 タ ン ク ６ ０ の 構 成 に つ い て 説 明 す  
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 ２ ～ 図 ５ は 、 還 元 剤 タ ン ク ６ ０ を 示 す 模 式 図 で あ る 。 図 ２ は 、 還 元 剤 タ ン ク ６ ０ を 上 方  
か ら 見 た 模 式 図 で あ り 、 図 ３ は 、 還 元 剤 タ ン ク ６ ０ を 側 方 か ら 見 た 模 式 図 で あ る 。 図 ４ は  
、 図 ２ の 還 元 剤 タ ン ク ６ ０ を 左 側 か ら 見 た 模 式 図 で あ り 、 図 ５ は 、 図 ２ の 還 元 剤 タ ン ク ６  
０ を 右 側 か ら 見 た 模 式 図 で あ る 。
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【 ０ ０ ２ ３ 】
本 実 施 形 態 に 係 る 還 元 剤 タ ン ク ６ ０ は 、 第 １ の 方 向 （ 図 中 の Ｙ 方 向 ： 以 下 、 「 長 手 方 向 」  
と も い う 。 ） の 長 さ が 第 １ の 方 向 に 直 交 す る 第 ２ の 方 向 （ 図 中 の Ｘ 方 向 ） の 長 さ よ り も 長  
い 平 面 形 状 を 有 す る 。 例 え ば 、 乗 用 車 に 搭 載 さ れ る 還 元 剤 タ ン ク ６ ０ が 車 体 後 部 の ト ラ ン  
ク ル ー ム の 下 方 に 配 置 さ れ る 場 合 、 還 元 剤 タ ン ク ６ ０ は 、 タ イ ヤ ハ ウ ス や 補 助 タ イ ヤ 、 燃  
料 タ ン ク そ の 他 が 配 置 さ れ る 空 間 の 隙 間 に 設 置 可 能 な よ う に 、 長 手 方 向 を 有 す る 形 状 と な  
り 得 る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 示 し た 還 元 剤 タ ン ク ６ ０ の 平 面 形 状 は 矩 形 状 と な っ て い る が 、 平 面 形 状 は 矩 形 状 に 限 ら  
れ ず 、 長 円 形 そ の 他 の 長 手 方 向 を 有 す る 形 状 で あ っ て よ い 。 ま た 、 還 元 剤 タ ン ク ６ ０ の 平  
面 形 状 が 長 手 方 向 を 有 し て い な く て も よ い が 、 長 手 方 向 を 有 す る 場 合 、 還 元 剤 タ ン ク ６ ０  
が 傾 い た 場 合 の 尿 素 水 溶 液 の 液 面 の 上 下 変 動 幅 が 大 き い た め 、 本 実 施 形 態 に 係 る 還 元 剤 タ  
ン ク ６ ０ と し て 特 に 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
還 元 剤 タ ン ク ６ ０ の 長 手 方 向 の 一 端 側 （ 図 ２ 及 び 図 ３ の 右 側 ） の 底 部 ６ ７ に は 、 ポ ン プ ４  
１ が 装 着 さ れ る 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 ポ ン プ ４ １ は 、 還 元 剤 タ ン ク ６ ０ の 底 面 か ら 下 方  
に 突 設 さ れ た 円 筒 凹 部 ６ ３ に 取 り 付 け ら れ る 。 例 え ば 、 円 筒 凹 部 ６ ３ に 形 成 さ れ た 開 口 に  
対 し て 、 ポ ン プ ４ １ を 含 む ポ ン プ ユ ニ ッ ト が 接 合 さ れ る 。 ポ ン プ ユ ニ ッ ト の 接 合 部 は 、 液  
密 に 接 合 さ れ る 。 ポ ン プ ４ １ は 、 吸 込 み 口 ４ １ ａ を 備 え 、 当 該 吸 込 み 口 ４ １ ａ を 介 し て 還  
元 剤 タ ン ク ６ ０ 内 の 尿 素 水 溶 液 を 吸 込 み 、 圧 送 す る 。 な お 、 還 元 剤 タ ン ク ６ ０ の 底 面 に 円  
筒 凹 部 を 設 け る こ と な く 、 底 面 に 開 口 を 形 成 し 、 当 該 開 口 に 対 し て ポ ン プ ユ ニ ッ ト が 接 合  
さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
還 元 剤 タ ン ク ６ ０ は 、 内 部 に 壁 部 材 ６ １ を 備 え る 。 壁 部 材 ６ １ は 、 還 元 剤 タ ン ク ６ ０ の 底  
部 ６ ７ に 接 し て 設 け ら れ る 。 ま た 、 壁 部 材 ６ １ は 、 ポ ン プ ４ １ の 吸 込 み 口 ４ １ ａ が 位 置 す  
る 吸 入 エ リ ア ６ ５ を 囲 む よ う に 形 成 さ れ る 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 吸 入 エ リ ア ６ ５ は 、 概  
ね 円 筒 凹 部 ６ ３ の 位 置 す る 領 域 に 対 応 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 ６ は 、 壁 部 材 ６ １ の 一 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ６ に 示 し た 壁 部 材 ６ １ は 、 矩 形 状 の 平  
面 形 状 を 有 し 、 還 元 剤 タ ン ク ６ ０ の 長 手 方 向 の 一 端 側 は 開 放 さ れ て 、 尿 素 水 溶 液 を 流 通 可  
能 な 開 放 部 ６ ９ と さ れ る 。 つ ま り 、 壁 部 材 ６ １ を 構 成 す る 周 壁 は Ｕ 字 状 に 形 成 さ れ 、 還 元  
剤 タ ン ク ６ ０ の 長 手 方 向 の 一 端 側 が 開 放 さ れ て い る 。 ま た 、 壁 部 材 ６ １ を 構 成 す る 周 壁 の  
う ち 、 還 元 剤 タ ン ク ６ ０ の 第 ２ の 方 向 （ Ｘ 方 向 ） の 両 側 に 位 置 す る 周 壁 部 ６ １ ｂ ， ６ １ ｃ  
の 高 さ は 、 還 元 剤 タ ン ク ６ ０ の 長 手 方 向 の 一 端 側 か ら 他 端 側 に か け て （ 図 ２ 及 び 図 ３ の 右  
側 か ら 左 側 に か け て ） 次 第 に 高 く な っ て い る 。 二 つ の 周 壁 部 ６ １ ｂ ， ６ １ ｃ の う ち 、 他 端  
側 の 周 壁 部 ６ １ ａ に 接 す る 位 置 の 高 さ は 、 周 壁 部 ６ １ ａ の 高 さ に 一 致 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 ７ ～ 図 １ ０ を 参 照 し て 、 還 元 剤 タ ン ク ６ ０ の 作 用 を 説 明 す る 。 図 ７ 及 び 図 ８ は 、 壁 部 材  
を 備 え な い 還 元 剤 タ ン ク １ ６ ０ を 示 す 参 考 例 で あ り 、 図 ７ が 、 還 元 剤 タ ン ク １ ６ ０ が 水 平  
に 維 持 さ れ た 状 態 を 示 し 、 図 ８ が 、 還 元 剤 タ ン ク １ ６ ０ が 傾 い た 状 態 を 示 す 。 ま た 、 図 ９  
及 び 図 １ ０ は 、 壁 部 材 ６ １ を 備 え る 本 実 施 形 態 に 係 る 還 元 剤 タ ン ク １ ６ ０ を 示 す 例 で あ り  
、 図 ９ が 、 還 元 剤 タ ン ク ６ ０ が 水 平 に 維 持 さ れ た 状 態 を 示 し 、 図 １ ０ が 、 還 元 剤 タ ン ク ６  
０ が 傾 い た 状 態 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
図 ７ に 示 す よ う に 、 参 考 例 に 係 る 還 元 剤 タ ン ク １ ６ ０ で は 、 例 え ば 車 両 が 水 平 な 路 面 を 走  
行 し て い る 間 、 還 元 剤 タ ン ク １ ６ ０ 内 の 尿 素 水 溶 液 の 液 面 は 、 還 元 剤 タ ン ク １ ６ ０ の 底 部  
６ ７ と 略 平 行 に な る 。 こ の と き 、 ポ ン プ ４ １ に よ る 吸 入 エ リ ア ６ ５ に 尿 素 水 溶 液 が 存 在 し  
、 ポ ン プ ４ １ は 、 尿 素 水 溶 液 を 適 切 に 吸 い 込 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
一 方 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 参 考 例 に 係 る 還 元 剤 タ ン ク １ ６ ０ で は 、 例 え ば 車 両 が 傾 い た 路  
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面 を 走 行 し 、 ポ ン プ ４ １ が 装 着 さ れ た 一 端 側 の 高 さ が 高 く な る よ う に 還 元 剤 タ ン ク １ ６ ０  
が 傾 い た 場 合 、 尿 素 水 溶 液 は 還 元 剤 タ ン ク １ ６ ０ の 他 端 側 に 偏 る 。 こ の と き 、 尿 素 水 溶 液  
の 液 面 が 、 ポ ン プ ４ １ に よ る 吸 入 エ リ ア ６ ５ よ り も 下 方 に 位 置 す る よ う に な る と 、 ポ ン プ  
４ １ は 、 尿 素 水 溶 液 を 適 切 に 吸 い 込 む こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
こ れ に 対 し て 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 還 元 剤 タ ン ク ６ ０ で は 、 例 え ば 車 両  
が 水 平 な 路 面 を 走 行 し て い る 間 、 還 元 剤 タ ン ク ６ ０ 内 の 尿 素 水 溶 液 の 液 面 は 、 還 元 剤 タ ン  
ク ６ ０ の 底 部 ６ ７ と 略 平 行 に な る 。 こ の と き 、 尿 素 水 溶 液 は 、 壁 部 材 ６ １ の 開 放 部 ６ ９ あ  
る い は 上 部 空 間 を 介 し て 壁 部 材 ６ １ 内 に も 入 り 込 む 。 こ の た め 、 ポ ン プ ４ １ に よ る 吸 入 エ  
リ ア ６ ５ に 尿 素 水 溶 液 が 存 在 し 、 ポ ン プ ４ １ は 、 尿 素 水 溶 液 を 適 切 に 吸 い 込 む こ と が で き  
る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ま た 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 還 元 剤 タ ン ク ６ ０ で は 、 例 え ば 車 両 が 傾 い  
た 路 面 を 走 行 し 、 ポ ン プ ４ １ が 装 着 さ れ た 一 端 側 の 高 さ が 高 く な る よ う に 還 元 剤 タ ン ク ６  
０ が 傾 い た 場 合 、 尿 素 水 溶 液 は 還 元 剤 タ ン ク ６ ０ の 他 端 側 に 偏 り つ つ も 、 壁 部 材 ６ １ に よ  
っ て 吸 入 エ リ ア ６ ５ 内 に 尿 素 水 溶 液 が 保 持 さ れ る 。 こ の た め 、 ポ ン プ ４ １ は 、 尿 素 水 溶 液  
を 適 切 に 吸 い 込 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
還 元 剤 タ ン ク ６ ０ が 傾 い た 状 態 か ら 再 び 水 平 な 状 態 に 戻 さ れ た 場 合 に は 、 尿 素 水 溶 液 は 、  
壁 部 材 ６ １ の 開 放 部 ６ ９ あ る い は 上 部 空 間 を 介 し て 壁 部 材 ６ １ 内 に 入 り 込 み 、 図 ９ に 示 す  
状 態 と な る 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 壁 部 材 ６ １ の 開 放 部 ６ ９ は 、 還 元 剤 タ ン ク ６ ０ の 長 手  
方 向 の 一 端 側 の 全 体 を 底 部 ６ ７ に 至 る ま で 開 放 す る た め 、 尿 素 水 溶 液 の 残 量 が 比 較 的 少 な  
い 場 合 で あ っ て も 、 還 元 剤 タ ン ク ６ ０ が 水 平 な 状 態 に な っ た と き に 尿 素 水 溶 液 を 壁 部 材 ６  
１ 内 に 進 入 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
た だ し 、 還 元 剤 タ ン ク ６ ０ の 長 手 方 向 の 一 端 側 に 位 置 す る 周 壁 の 高 さ に よ っ て 、 還 元 剤 タ  
ン ク ６ ０ が 傾 い た と き に 壁 部 材 ６ １ 内 に 保 持 さ れ る 尿 素 水 溶 液 の 液 面 の 位 置 が 決 ま る 。 こ  
の た め 、 還 元 剤 タ ン ク ６ ０ の 長 手 方 向 の 一 端 側 に 設 け ら れ る 開 放 部 ６ ９ の 底 部 ６ ７ か ら の  
高 さ は 、 還 元 剤 タ ン ク ６ ０ が 傾 い た と き の 壁 部 材 ６ １ 内 の 尿 素 水 溶 液 の 液 面 の 高 さ が 所 望  
の 高 さ 以 上 と な る よ う に 設 定 さ れ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
例 え ば 、 還 元 剤 タ ン ク ６ ０ の 底 部 ６ ７ か ら 開 放 部 ６ ９ ま で の 高 さ は 、 還 元 剤 タ ン ク ６ ０ が  
傾 い た と き の 尿 素 水 溶 液 の 吸 込 み や す さ を 考 慮 し て 設 定 さ れ て も よ い 。 ま た 、 ポ ン プ ４ １  
を 含 む ポ ン プ ユ ニ ッ ト が 、 尿 素 水 溶 液 の 残 量 を 検 出 す る レ ベ ル セ ン サ を 備 え る 場 合 、 還 元  
剤 タ ン ク ６ ０ の 底 部 ６ ７ か ら 開 放 部 ６ ９ ま で の 高 さ は 、 還 元 剤 タ ン ク ６ ０ が 傾 い た 場 合 で  
あ っ て も 、 あ ら か じ め 設 定 さ れ た 所 定 レ ベ ル 以 上 の 距 離 を 示 す 検 出 信 号 を 出 力 可 能 に 設 定  
さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
図 １ １ は 、 ポ ン プ ４ １ を 含 む ポ ン プ ユ ニ ッ ト ４ ４ が 尿 素 水 溶 液 の 残 量 を 検 出 す る レ ベ ル セ  
ン サ ４ ５ を 備 え る 例 を 示 す 。 図 １ １ に 示 し た レ ベ ル セ ン サ ４ ５ は 、 ポ ン プ ユ ニ ッ ト ４ ４ か  
ら 上 方 に 向 け て 超 音 波 ４ ６ を 発 信 し 、 液 面 で 反 射 さ れ る 超 音 波 ４ ６ を 受 信 す る ま で の 時 間  
に よ っ て 、 尿 素 水 溶 液 の 残 量 を 計 測 す る 。 か か る レ ベ ル セ ン サ ４ ５ に お い て 、 超 音 波 ４ ６  
を 発 信 可 能 な 領 域 は 、 図 １ １ 中 の 破 線 で 示 さ れ る 範 囲 ４ ７ に 制 限 さ れ て い る 。 こ の た め 、  
還 元 剤 タ ン ク ６ ０ の 底 部 ６ ７ か ら 開 放 部 ６ ９ ま で の 高 さ は 、 尿 素 水 溶 液 が 還 元 剤 タ ン ク ６  
０ 内 に 存 在 す る 場 合 に 、 還 元 剤 タ ン ク ６ ０ が 傾 い て も レ ベ ル セ ン サ ４ ５ に よ り 超 音 波 ４ ６  
を 発 信 可 能 な 範 囲 ４ ７ 内 に 尿 素 水 溶 液 が 滞 留 す る よ う に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
ま た 、 壁 部 材 ６ １ は 、 還 元 剤 タ ン ク ６ ０ が 傾 い た 場 合 で あ っ て も 、 レ ベ ル セ ン サ ４ ５ に よ  
っ て 、 少 な く と も 還 元 剤 タ ン ク ６ ０ が 水 平 な 状 態 で 検 出 さ れ る 尿 素 水 溶 液 の 残 量 レ ベ ル 以  
上 検 出 さ れ る よ う に 配 置 あ る い は 設 計 さ れ る 。
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【 ０ ０ ３ ８ 】
こ れ に よ り 、 例 え ば 、 尿 素 水 溶 液 の 残 量 が 所 定 レ ベ ル 未 満 に な っ た と き に 内 燃 機 関 ５ か ら  
の Ｎ Ｏ X の 排 出 量 を 抑 制 す る た め に 内 燃 機 関 ５ の 出 力 が 制 限 さ れ る よ う に 制 御 条 件 が 設 定  
さ れ て い る 車 両 に お い て 、 適 切 な 量 の 尿 素 水 溶 液 が 残 っ て い る に も か か わ ら ず レ ベ ル セ ン  
サ ４ ５ に よ っ て 尿 素 水 溶 液 の 残 量 が 所 定 レ ベ ル 未 満 に 検 出 さ れ る お そ れ を 低 減 す る こ と が  
で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
な お 、 還 元 剤 タ ン ク ６ ０ が 傾 い た 場 合 に 、 壁 部 材 ６ １ の 内 部 に 尿 素 水 溶 液 が 保 持 さ れ る よ  
う に す る に は 、 壁 部 材 ６ １ を 構 成 す る 周 壁 の 高 さ が 全 周 に 渡 っ て 一 定 で あ っ て も よ く 、 壁  
部 材 ６ １ の 上 部 に 天 板 が 設 け ら れ て も よ い 。 た だ し 、 尿 素 水 溶 液 が 壁 部 材 ６ １ に よ り 囲 ま  
れ る 割 合 が 高 い 場 合 、 つ ま り 、 壁 部 材 ６ １ の 内 部 空 間 が 外 部 に 開 放 さ れ る 割 合 が 低 い 場 合  
、 尿 素 水 溶 液 の 凍 結 時 に 、 凍 結 し た 尿 素 水 溶 液 が 膨 張 す る こ と に よ っ て ポ ン プ ４ １ を 破 損  
さ せ る お そ れ が あ る 。 こ の た め 、 上 記 実 施 形 態 に 示 し た よ う に 、 壁 部 材 ６ １ の 上 部 が 解 放  
さ れ 、 ま た 、 壁 部 材 ６ １ を 構 成 す る 周 壁 の 高 さ が 位 置 に よ っ て 低 く さ れ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
ま た 、 壁 部 材 ６ １ を 構 成 す る 周 壁 の 高 さ が 一 定 で あ る 場 合 や 、 壁 部 材 ６ １ の 上 部 に 天 板 が  
設 け ら れ る 場 合 、 例 え ば 還 元 剤 タ ン ク ６ ０ が 第 ２ の 方 向 （ Ｘ 方 向 ） に 傾 い た 場 合 に 、 尿 素  
水 溶 液 が 第 ２ の 方 向 に 存 在 す る 壁 部 材 ６ １ の 周 壁 に よ っ て 堰 き 止 め ら れ 、 尿 素 水 溶 液 の 残  
量 （ 液 面 レ ベ ル ） が 不 要 に 高 く 検 出 さ れ る お そ れ が あ る 。 こ の た め 、 上 記 実 施 形 態 に 示 し  
た よ う に 、 壁 部 材 ６ １ の 上 部 又 は 壁 部 材 ６ １ の 一 部 が 解 放 さ れ 、 か つ 、 壁 部 材 ６ １ の 高 さ  
が 、 還 元 剤 タ ン ク ６ ０ の 長 手 方 向 の 一 端 側 か ら 他 端 側 に か け て 次 第 に 高 く な る こ と が 好 ま  
し い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 還 元 剤 タ ン ク ６ ０ は 、 底 部 ６ ７ に 接 し て 設 け ら れ  
、 ポ ン プ ４ １ に よ る 尿 素 水 溶 液 の 吸 入 エ リ ア ６ ５ を 囲 む よ う に 形 成 さ れ 、 か つ 、 周 壁 の 一  
部 に 尿 素 水 溶 液 を 流 通 可 能 な 開 放 部 ６ ９ を 有 す る 壁 部 材 ６ １ を 備 え る 。 こ の た め 、 還 元 剤  
タ ン ク ６ ０ が 所 定 方 向 に 傾 い た 場 合 で あ っ て も 、 吸 入 エ リ ア ６ ５ 内 に 尿 素 水 溶 液 が 保 持 さ  
れ 、 尿 素 水 溶 液 の 供 給 を 継 続 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
以 上 、 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 し た が 、 本 発  
明 は か か る 例 に 限 定 さ れ な い 。 本 発 明 の 属 す る 技 術 の 分 野 に お け る 通 常 の 知 識 を 有 す る 者  
で あ れ ば 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 技 術 的 思 想 の 範 疇 内 に お い て 、 各 種 の 変 更 例 ま た  
は 修 正 例 に 想 到 し 得 る こ と は 明 ら か で あ り 、 こ れ ら に つ い て も 、 当 然 に 本 発 明 の 技 術 的 範  
囲 に 属 す る も の と 了 解 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
例 え ば 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 壁 部 材 ６ １ が 矩 形 状 の 平 面 形 状 を 有 し て い た が 、 本 発 明 は か  
か る 例 に 限 定 さ れ な い 。 壁 部 材 ６ １ の 平 面 形 状 は 円 形 状 そ の 他 の 形 状 で あ っ て よ い 。 ま た  
、 上 記 実 施 形 態 で は 、 壁 部 材 ６ １ の 開 放 部 ６ ９ が 、 還 元 剤 タ ン ク ６ ０ の 長 手 方 向 の 一 端 側  
の 前 面 を 開 放 し て い た が 、 本 発 明 は か か る 例 に 限 定 さ れ な い 。 開 放 部 は 、 高 さ 方 向 （ Ｚ 方  
向 ） 又 は 水 平 方 向 等 の 適 宜 の 方 向 に 形 成 さ れ た １ つ 又 は 複 数 の ス リ ッ ト で あ っ て も よ く 、  
１ つ 又 は 複 数 の 孔 で あ っ て も よ い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
５ ・ ・ ・ 内 燃 機 関 、 １ ０ ・ ・ ・ 尿 素 Ｓ Ｃ Ｒ シ ス テ ム （ 排 気 浄 化 装 置 ） 、 １ ３ ・ ・ ・ 選 択 還  
元 触 媒 、 ３ ０ ・ ・ ・ 還 元 剤 供 給 装 置 、 ４ １ ・ ・ ・ ポ ン プ 、 ４ １ ａ ・ ・ ・ 吸 込 み 口 、 ４ ５ ・  
・ ・ レ ベ ル セ ン サ 、 ６ ０ ・ ・ ・ 還 元 剤 タ ン ク 、 ６ １ ・ ・ ・ 壁 部 材 、 ６ １ ａ ， ６ １ ｂ ， ６ １  
ｃ ・ ・ ・ 周 壁 部 、 ６ ５ ・ ・ ・ 吸 入 エ リ ア 、 ６ ７ ・ ・ ・ 底 部 、 ６ ９ ・ ・ ・ 開 放 部
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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